
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中体連の夏季大会の日程が決まりました。部活動に入っている３年生にとって

は最後の大会になります。今までの練習の成果を発揮して、一つでも上の大会に

コマを進めてほしいものです。ただ、これだけは言えます。「日本一にならない限り、

必ずどこかで負ける。その時にどんな気持ちになれるか」簡単に言えば、もし負け

たとき「涙を流せる選手・涙を流せるチーム」でいてほしいのです。先生も長年チ

ームを率いてきましたが、いつも強いチームばかりではありませんでした。弱い時で

も、最後まで必死に食い下がり、負けたとき涙を流す－そんなチームの方が心に残っていま

す。最後は勝っても負けてもみんなで気持ちや今までの努力を分かち合い、チームメイトや保護者

の方に「ありがとう」と言える、そんな尾倉中のみんなであってほしいものです。 

今年も新型コロナウイルス感染拡大防止のため、原則、「無観客」での開催となります。また、選

手のエントリーには、保護者同意書が必要です。（「健康チェックシート」の提出及び当日の健康状

態で、入場が制限されることがあります。）各会場においては、以下のような感染防止対策を徹底

します。 

・会場（移動時を含む）はマスクを着用し、状況に応じて適切に脱着すること。 

・こまめな手指消毒を行うこと。 

・タオルや水分補給のボトルの共用はしないこと。 

・競技以外での「握手」や「ハイタッチ」等の身体接触は控えること。 

・近距離での会話や発声は極力控え、ベンチでの応援もマスク着用の上、大声を出さないこと。 

現在、福岡県は非常事態宣言下であり、今後の新型コロナウイルス感染症拡大も心配される中

での、上位大会進出に向けた大会となります。みなさんにとって思い出に残る大会にするためにも、

顧問の先生をはじめ、大会関係の先生方は、安心・安全を第一に、会場内において、感染者を出さ

ないことを最大の目的と考え、全員で大会を成功させるために、感染防止対策の徹底に集中する

ことになります。生徒の皆さんも顧問の先生の指示をしっかり守ってください。 

以下、大会日程を掲載していますが、新型コロナウイルス感染拡大のため、日程や会場が変更

になる場合もあります。また、この日程は中体連の事務局より連絡があったもので、詳しくは必ず顧

問の先生から聞いてください。 
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地域や校外のクラブ等で活動している生徒の皆さんも同様です。最後の大会が近付いていると

思います。悔いのないように最後まで精一杯頑張ってほしいと思います。また、学校と同じようにク

ラブ等でも新型コロナウイルス感染防止対策が取られているはずです。コーチや監督の指示に従

って、感染防止に努めましょう。 

○ 区内大会日程一覧 ○ 

種目名 開催日 会場 

陸上競技 ６月１２日（土）・１３日（日） 鞘ケ谷陸上競技場 

バスケットボール ７月３日（土）・１０日（土）・１１日（日） 枝光台中学校 

ソフトテニス ６月２６日（土）・２７日（日） 桃園庭球場 

 

◇ 市内大会日程一覧 ◇ 

種目名 開催日 会場 

陸上競技 ７月１０日（土）・１１日（日） 鞘ケ谷陸上競技場 

バスケットボール ７月２１日（水）・２２日（木） 八幡東体育館・曽根体育館 

ソフトテニス ７月１７日（土）・１８日（日） 三萩野庭球場 

体操競技 ７月４日（日） 九州国際大学付属高校 

 

☆ 県大会日程一覧 ☆ 

種目名 開催日 会場 

陸上競技 ７月２７日（火）・２８日（水） 本城陸上競技場 

バスケットボール ７月２７日（火）・２８日（水） 北九州市立総合体育館 他 

ソフトテニス ７月２８日（水）・２９日（木）・３０日（金） 春日公園テニスコート 

体操競技 ７月３０日（金）・３１日（土） 福岡県立スポーツ科学情報センター 

● 部活動って・・・ （新聞投稿記事より） 

小学校まで、部活に入っていなかった僕は、中学に入って困ることになってしまった。

あいにくにも、帰宅部のない中学校だったので、なにかしらの部活に入らなければな

らない。運動部に入れと、親に言われたおかげで、苦手で嫌いな運動部に入部しない

といけなくなってしまったのだ。とりあえず、提出日がまだだったので、親には「考え

て、決めておくよ」と言って家を出た。いつものように、友達と会って学校へと向かう、徒歩２５分、

なかなかの距離だ。青空が無限かのように広がっていた。遠くでは鳥が鳴いて、隣で友達がしゃべ

りかける。会話に入っているものの、考えているのは部活のこと。教室に入った。先生が教室には

いり、朝の挨拶をして、いつも通りのメニューをこなして、一時限目に入る。毎日の日課だ。授業の

最中も、部活のことを考える。ハァ～とひとつため息をつくと窓から外を見たりもした。入ろうとし

て体験入部の際に選んだのは卓球部だ。他の部活は無理そうで、唯一できそうな部活。しかし、思

ったよりも練習はハードメニューで、直ぐに断念。次は変わって柔道部。しかし、意外にいける。結

局は柔道部に入部した。しかし、部活が始まると、朝早く起きなければならず、すぐに嫌になった。

朝の仮病なんて毎回だ。「頭が痛い」「お腹が痛い」「熱があるかもしれない」毎日のように言った。し

かし、結局は、行かなければならないのだ。学校が嫌になった、「なんで部活なんてあるんだ」と。時

には声に出して言ったりもした。「こんなの拷問だよ」とか、友達にも言った。でも、慣れるにつれる

と、だんだんと楽しくなってきた。今でも辛いし、好きじゃない、でも、嫌いでもなくなった。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

令和３年度 中体連夏季大会日程決まる！ 


